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第１９期（令和５年度）事業報告 

          法人の名称  ＮＰＯ法人児童育成会コッコロ 

１ 事業の成果 

 令和５年度、NPO 法人児童育成会コッコロは審査会において、選定基準を高得点でクリア

し令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間の指定管理者に選定され、市議会

の議決により正式に指定管理者として指定されました。選定理由には、子どもの意見の尊重、

福祉的課題への対応、地域コミュニティーへの参画と地域連携の観点からの提案が認められ、

運営実績が、安定かつ継続的な施設運営が見込めるという評価を受けました。地域子育て支援

センターも引き続き受託しました。 

今年度、麻生区第 4グループのこども文化センター・わくわくプラザ６施設の事業において

は、令和５年３月１３日に、子どもへの配慮を挙げながらもマスク着用は個人の判断という厚

生労働省の指針が出されました。 

感染症拡大防止対策と社会経済活動との両立をはかるという国・自治体の方針により、子ど

もの健康安全、豊かな成長にかかわる現場には戸惑いも見られましたが、６施設においては学

校と連携し子どもの実態に配慮したとりくみが行われることで利用者数が全体的には増加の

傾向が見られました。 

こども文化センターにも多大な影響を与えた「新型コロナウイルス感染症対策」でしたが、

令和５年度は、こども文化センター運営協議会の活動を活発に推進し、地域のさまざまな組織

や市民との連携を図って、地域の子ども・市民の活動の拠点としての取り組みを多く企画しま

した。休止していた老人いこいの家や地域子育て支援センター・周辺諸施設と共同開催する、

「多世代連携」の観点による、「岡上ふれあいまつり」「片平なかよしフェスタ」などの諸行事

については再開されました。 

 地域子育て支援センター（連携型）事業についても、徐々に来室者も増え、こども文化セン

ター運営を受託していることを活かしながら、乳幼児や子育てする保護者への支援について、

さらなる強化をすることができました。 

 これらの事業運営の実施により、コロナ禍から収束する中にあって、当会の目的である「子

どもの健全育成」「地域との連携や人とのつながり」「地域活動・子育ての拠点化」がコロナ禍

前の水準に限りなく近い状態で実現されるとともに、それらを支える各施設で働く職員の人権

意識の向上や、子どもに関する働きがいのある仕事・職場づくりをしていくことができました。

いじめ等による子どもの変化への気付きなどについても、職員研修や巡回相談員の訪問などに

より、未然に対処できるように図りました。 

 With コロナの時代にはいり、ウイルス感染症の蔓延には一定の歯止めがかかりましたが、

感染症は完全には終結してはいません。引き続き子どもの健全育成にかかわる事業なので、川

崎市など行政や学校と連携し対応して参ります。 
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２ 運営に関する事項 

（１） 第２０回通常総会の開催 

・内容 

第１号議案 第１９期（令和５年度）事業報告の承認について  

第２号議案 第１９期（令和５年度）決算の承認について    

                        監査報告について    

第３号議案 令和６年度役員の改選について       

第４号議案 第２０期（令和６年度）事業計画書の議決について  

第５号議案 第２０期（令和６年度）活動予算案の議決について  

第６号議案 その他  

 

 ・日時  令和５年５月２３日（火） 午後４時～午後５時 

 ・場所  和光大学ポプリフォールリハーサル室 

 

（２）理事会の開催 

   ・内容 当法人の運営に関する事項の協議、事業の報告（主に指定管理者受託施

設について）他 

   ・日時    １か月毎に全１２回開催  

   ・場所 岡上老人いこいの家 他 

   ・議題 こども文化センター事業の報告・運営等の討議、理事会の機能について

の討議、研修会の企画提案・討議・報告、総会へ向けての討議等 

（３）会員数について 

    令和５年度（令和６年３月３１日付）の会員数の増減については、 

    以下のとおりです。 

     新規加入会員       ２名     既存加入会員           ２９名 

      退会者          ０名     令和５年度末会員総数   ３１名 

 

３ 事業に関する事項 

 （1）特定非営利活動に係る事業 

① 施設の管理運営の受託事業 

ア 川崎市片平・岡上こども文化センター指定管理者受託事業 

・内容    川崎市より片平・岡上こども文化センター（麻生第 4グループ）を指定

管理者として運営受託をし、柿生・白鳥・はるひ野中学校区の子どもや

住民を対象として子どもの健全育成にかかる活動を行った。 

     ・日時    令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

・場所    川崎市岡上こども文化センター・岡上小学校わくわくプラザ 

      川崎市片平こども文化センター・片平小学校わくわくプラザ 

      栗木台小学校わくわくプラザ・はるひ野小学校わくわくプラザ 

・従事者人員 常勤職員１３人 
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パートタイム職員４９人（令和６年 3月 31日時点） 

・対象者    主に岡上小学校区・白鳥中学校区・はるひ野中学校区に在住する青少年 

     （０～１８歳）とその保護者・地域住民、市民活動団体 

令和５年度利用人員（延べ）  

 

 岡上こ文    ２０，３３９人（対前年比   ５９．７％増）※ 

 岡上小わく    ７，７２８人（  同    １１．９％増）※ 

 片平こ文    ２７，４４５人（  同   １１．３％増）※ 

 片平小わく   １５，８１６人（  同   １１．６％増）※ 

 栗木台小わく  １４，１４６人（  同   １０．５％増）※ 

 はるひ野小わく ２１，６６９人（  同   １１．７％増）※ 

  

 イ 子育て支援・わくわくプラザ運営受託事業 

・内容     川崎市より「子育て支援・わくわくプラザ」事業を運営受託し、 

      岡上小学校わくわくプラザにて事業実施した。 

・日時     令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

・場所     岡上・片平・栗木台・はるひ野小学校わくわくプラザ 

・従事者    こども文化センター（わくわくプラザ）職員 

・対象者    子育て支援・わくわくプラザ利用者 延３，９３０人（７６人）※ 

                  （ ）内は特別な配慮を要する障害のある子ども 

② 子育て支援に関する事業 

    ア  地域子育て支援センター（連携型）運営受託事業 

    ・内容      川崎市より２か所「地域子育て支援センター（連携型）」の運営を受託 

           し、岡上・片平両こども文化センターの幼児ルームにて実施した。 

    ・日時      令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

           毎週３回午前９時３０分から１２時３０分まで 

    ・場所      岡上こども文化センター 幼児ルーム（月 水 土） 

           片平こども文化センター なかよし室（火 木 金） 

    ・従事者人員 それぞれ、担当職員１名 補助職員 2名 

    ・対象者     就学前の乳幼児とその保護者 

           来所者数 延べ４，２５５人 ※ 

 おかがみ ２，５５９人（保護者１，２６８人 こども１，２９１人）１３．２%増 ※ 

 かたひら ２，２１６人（保護者１，０５５人 こども１，１６１人）１．０４%減 ※ 

 

 

 

 

 

 

 


